
 

 

 

 

小学６年 国語「私と本」「ぼくのブックウーマン」 

   
 

・本を紹介するとはどういうことなのか、自 

分にとって本とはどのようなものなのか参 

考のために、学校司書から「私にとっての 

本」「ファンタジー」「外国文学」のテーマ 

で朝の時間に３回ブックトークをした。 

 

・作成した「私にとっての本」の POPを 

松任図書館に展示を依頼した。 

 

 

 

 

学校図書館との関わり 
☆２学期当初から、何度かブックトークをすることで、

ゴールのイメージや、見通しを持つ。 

☆物語の設定を読み取り、主人公の気持ちや考え方

の変化を読む過程に丁寧に取り組むことで、 

 「登場人物にとって本とはどんなものなのか」という

難しい問いに取り組む足掛かりとする。 

☆複数の人物から、自分で考えたい人物を選び、 

 「本とはどんなものなのか」を考えることで、 

 「自分にとって」を考えるヒントとする。 

☆図書館に掲示することを伝え、意欲を高める。 

  

指導のポイント 

学習展開（5時間） 

マイプラン形式の単元 

 

１．主人公の背景を理解し、話の設定をつかむ 

２．主人公の気持ちや考え方の変化を読む 

３．1人の登場人物を選び、その人物にとって 

「本とはどんなものなのか」を考える。 

４．自分にとって読書とはどんなものか、振り返って

言葉にまとめて POPにする。 

５．推敲する。 

 

 

 

ね
ら
い 

物語の内容と、自分の生活や読書経験を結び付けて考える。 


